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 『仁智要録』は 12 世紀中期に太政大臣の藤原師長（1138-1192）が編纂した全十二巻から

なる現存最古の箏譜集である。中国と日本の独奏箏曲が完全なかたちで記録されており、唐箏

の旋法、調弦法、演奏法を知ることができる。『類箏治要』はやや遅れて 13世紀初期に編纂さ

れた全二十巻からなる箏譜集であり作者は不明、中御門宗一派の箏の伝承を記した箏譜であ

る。本発表は、これらの筝譜集の記譜法について検討を行うとともに、代表曲を復曲すること

を目的とする。 

 まず、『仁智要録』と『類箏治要』の版本を収集し検討した。『仁智要録』は、宮内庁書陵部

本、上野学園大学日本音楽史研究所本、東京芸術大学図書館本（二種）、京都大学図書館本（四

種）、『類箏治要』は、国立国会図書館本、上野学園大学日本音楽史研究所本、東京芸術大学図

書館本（二種）、京都大学図書館本（三種）の版本を検討対象とした。版本の完備性と保存状

態を考慮し、宮内庁書陵部本の『仁智要録』、国立国会図書館本の『類筝治要』、上野学園大学

日本音楽史研究所本の『仁智要録』と『類筝治要』、京都大学図書館本の『仁智要録』十一巻

と『類筝治要』二十巻を分析と復曲に使用した。 

 次に、両筝譜集に記譜されている奏法やリズムに関連する記号を検討した。演奏法の巻であ

る『仁智要録』の「筝案譜法」と『類筝治要』の「案譜法」にはそれらの説明がある。そこで

まず、林謙三、宮崎まゆみ、葉棟、関也維、ピッケン・ローレンス、ネルソン・スティーヴン

の先行研究を参考に、「筝案譜法」と「案譜法」の記号の意味について検討した。説明がない

記号については、先行研究に加えて中国筝と日本筝の演奏法を考慮し、意味を特定した。この

検討を通して、先行研究の解釈の誤りを 14箇所発見した。 

 次に、両筝譜集における代表曲である《皇帝破陣楽》《団乱旋》《春鶯囀》の復曲を試みた。

この三曲は、『仁智要録』『類筝治要』のどの版本も同一の調子（壱越調）と旋律であり、注釈

の記述も完備している。検討した記号の解釈にもとづき、各版本の異同の検討を踏まえ、五線

譜による復曲を試みた。 

 


